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基調講演 

  
「集団の対照から個人の対照へ― 

個人が持つ価値観の多様性に着目する意義」 

 

 宇佐美洋 

（東京大学准教授 大学院総合文化研究科 

教養学部言語情報科学専攻） 
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◆配布資料の補足 

第 2部「対照研究」の新しいあり方の研究： 

「個人による評価の違い」を体験してみましょう（参加者による作業）：～その後の話

し合いの様子～ 

 

 

（宇佐美先生） 

 グループの中で、どのような話が出

たでしょうか。 

（参加者 A） 

 私のグループでは C をいちばん感じ

がいいと思う人が圧倒的に多かったで

す。C が端的、かつ問題が解決しているためです。同じ理由で次によかったのは A。評価

が割れたのが B で、私は全然だめだと思いましたが、1 位をつけている人もいました。1

位をつけた理由は、一生懸命に理由を説明しようとしている誠意を評価したそうです。 

（宇佐美先生） 

 ほかのみなさんは、C についてどう考えますか。C は問題が解決できているので評価が

高いといいますが、本当に問題解決できているのでしょうか。「これからは是非朝出す」

と言っていますが、本当かどうか根拠はありません。一方、B は、自治体としては困りま

すが、「月末までは忙しい」と理由を述べているためよい、という考え方もできなくは

ないでしょう。 

 では、「鉄の桶」に入れることを提案した Eについてはどう思いますか。 

（参加者が挙手） 

・Eに好感を持った人…少数 

・Eをおかしいと思った人…多数 

（宇佐美先生） 

 おかしいと思った人が多いですが、好感を持った人も少しはいます。これは「ルール」

というものの捉え方が人によって違うためだと考えられます。つまり、ルールなのであ

れば必ず守らなければならないという見方もできるし、一方で、問題を解決することが

大切だという見方もできるでしょう。問題解決をするためにどうしたらいいかというこ

とを考えると、E のように生ごみを鉄の桶に入れて出すとしたら、問題解決できることに

なるため、これでもよいという判断になるかもしれません。みなさんはどちらの考え方

に近いでしょうか。 

 では、長い文章と短い文章では、どちらが感じがよかったですか。短いほうが端的で

いいという人もいれば、長いほうが自分の気持ちをたくさん表すことができるため謝罪

の文章としてふさわしいという人もいるでしょう。 
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 また、日本語の表現がおかしいことにどこまで着目するか、という点もあります。外

国人なのである程度おかしくてもいいと考える人もいれば、外国人といえども謝罪なの

だから、日本語の文章を整えなければならないと考える人もいるかもしれません。 

 こうして、順位をつけて周りと比べてみると、いろいろな考え方があることが理解し

てもらえると思います。人によってこれほど物の見方が違うということに気づくことが、

まず第一歩として大切です。 

 ただ、それだけでは問題解決にはなりません。社会で生活するためには、みんな違っ

ていたら困るからです。その違う人同士が集まった時にどうすればいいのか、というこ

とを考えなければなりません。そのためのヒントとして提案したいのは、第 1 部でも話

しましたが、違うように見える部分に納得いく説明を与え、後ろには共通する原理があ

るのではないかと考えることです。自分と人との考え方が違った時に、その違いに納得

できれば、それでうまく付き合っていくことができるかもしれません。 

 

（以降、宇佐美先生が構築した「評価プロセスモデル」の話へ） 

 

 

  


